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概
要

貴
族
文
化
の
華
や
か
な
り
し
平
安
時
代
︒
そ
の
王
朝

の
み
や
び
へ
の
憧
れ
は
︑
現
代
の
我
々
の
み
な
ら
ず
︑

江
戸
時
代
の
人
々
も
強
く
抱
い
て
い
ま
し
た
︒﹃
伊
勢
物

語
﹄
と
﹃
源
氏
物
語
﹄
は
そ
の
憧
れ
の
世
界
が
描
か
れ

た
代
表
的
な
王
朝
文
学
で
す
︒
物
語
で
鮮
や
か
に
浮
か

び
上
が
る
在
原
業
平
の
恋
物
語
︑光
源
氏
の
人
生
絵
巻
︒

そ
こ
で
は
︑
多
く
の
和
歌
が
詠
ま
れ
︑
後
世
の
歌
詠
み

の
規
範
と
も
な
り
ま
し
た
︒

ま
た
︑
相
国
寺
は
和
歌
史
に
燦
然
と
そ
の
名
を
残
す

藤
原
定
家
の
墓
所
と
し
て
︑
ゆ
か
り
の
寺
宝
を
有
し
て

い
ま
す
︒
さ
ら
に
桂
離
宮
や
古
今
伝
授
で
有
名
な
八
条

宮
智
仁
親
王
の
菩
提
所
と
し
て
塔
頭
の
慈
照
院
に
は
宮

家
ゆ
か
り
の
寺
宝
が
多
く
伝
来
し
て
い
ま
す
︒

本
展
観
で
は
︑
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
伊
勢
・
源
氏

の
屏
風
絵
と
と
も
に
︑
江
戸
時
代
の
公
家
の
和
歌
や
絵

画
を
紹
介
し
ま
す
︒
江
戸
時
代
︑
京
で
復
興
し
た
王
朝

文
化
の
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
︒



構
成

[

主
要
展
示
作
品]

重
要
文
化
財　
蔦
の
細
道
図
屏
風　
俵
屋
宗
達
筆　
相
国
寺
蔵　

※

Ⅱ
期
︵
画
像
１
︶

伊
勢
物
語
・
布
引
の
滝
図
屏
風　
相
国
寺
蔵　

※

Ⅰ
期

遊
女
勝
山
図　
相
国
寺
蔵

伊
勢
物
語
の
面
影

第
一
章

﹃
伊
勢
物
語
﹄
は
平
安
時
代
に
成
立
し
た
歌
物
語
︒
在
原
業
平
の
和
歌
や
逸
話
を
も
と
に
構
成
さ
れ
︑
後
世
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
︒

1

[

主
要
展
示
作
品]

源
氏
物
語
図
屏
風　
狩
野
常
信
筆　
相
国
寺
蔵

源
氏
物
語
図
屏
風　
相
国
寺
蔵

重
要
文
化
財　
源
氏
夕
顔
蒔
絵
手
箱　
相
国
寺
蔵　

※

Ⅰ
期
︵
画
像
２
︶

源
氏
物
語
へ
の
憧
れ

第
一
章

第
二
章

﹃
源
氏
物
語
﹄
は
平
安
中
期
の
長
編
小
説
︒
全
五
十
四
帖
に
︑
主
人
公
光
源
氏
の
人
生
を
軸
に
華
麗
な
る
王
朝

物
語
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
︒

2



[

主
要
展
示
作
品]

重
要
文
化
財　
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵　
断
簡　

　
　

 

源
公
忠　
相
国
寺
蔵　

※

Ⅰ
期
︵
画
像
３
︶

三
十
六
歌
仙
画
帖　
岩
佐
又
兵
衛
筆　
相
国
寺
蔵

達
磨
図　
後
陽
成
天
皇
筆　
慈
照
院
蔵　

※

Ⅰ
期

和
歌
の
伝
統

第
一
章

第
三
章

和
歌
は
︑
天
皇
の
命
で
勅
撰
和
歌
集
が
編
ま
れ
る

な
ど
︑日
本
文
化
の
核
と
な
る
詩
歌
形
態
で
あ
る
︒

時
代
ご
と
に
様
々
な
人
物
が
和
歌
を
詠
じ
て
き
た
︒

[

主
要
展
示
作
品] 相

国
寺
と
禁
裏

第
一
章

第
四
章

京
の
禁
裏
近
く
に
室
町
時
代
よ
り
在
り
続
け
た
相
国
寺
に
は
︑
公
家
の
子
弟
も
多
く
入
寺
し
︑
公
家
文
化
の

一
端
を
担
っ
て
き
た
︒

3

4

後
水
尾
天
皇
像　
相
国
寺
蔵
︵
画
像
４
︶

後
水
尾
天
皇　
鳳
林
承
章
合
作　
和
漢
聯
句　
鹿
苑
寺
蔵　

※

Ⅰ
期

八
条
宮
家
初
代
智
仁
親
王
画
像　
慈
照
院
蔵



み
ど
こ
ろ
１

江
戸
時
代
の
華
や
か
な
王
朝
物
語
屏
風

　

平
安
時
代
の
王
朝
文
化
を
伝
え
る

﹃
伊
勢
物
語
﹄
や
﹃
源
氏
物
語
﹄
を

も
と
に
︑
後
世
多
く
の
作
品
が
制
作

さ
れ
ま
し
た
︒
物
語
の
複
数
の
場
面

を
描
い
た
屏
風
や
登
場
人
物
を
描
か

ず
に
場
面
を
想
起
さ
せ
る
意
匠
の
工

芸
品
︑
そ
し
て
作
品
由
来
の
銘
を
も

つ
茶
道
具
な
ど
︑
王
朝
の
物
語
が
日

本
文
化
の
な
か
に
様
々
な
形
態
と

な
っ
て
浸
透
し
て
い
っ
た
諸
相
を
ご

覧
く
だ
さ
い
︒

伝
来
の
名
宝

み
ど
こ
ろ
２

　

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
相
国
寺
に
は
︑
公
家
出
身
の
僧
侶
も
多
く
在
籍
し
て
い
ま
し
た
︒
在
俗
時
の
血
縁

者
を
中
心
に
出
家
後
も
禁
裏
と
の
交
流
が
続
い
た
こ
と
が
︑
相
国
寺
派
の
什
物
か
ら
確
認
で
き
ま
す
︒
特
に
︑

江
戸
時
代
前
期
の
文
化
復
興
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
後
水
尾
院
と
相
国
寺
は
ゆ
か
り
が
深
く
︑
院
の
寄
進
し

た
伽
藍
は
焼
失
し
て
し
ま
っ
て
も
︑
様
々
な
什
物
が
今
に
伝
来
し
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
塔
頭
寺
院
に
も
公
家
文
化
が
深
く
浸
透
し
て
お
り
ま
し
た
︒
八
条
宮
家
ゆ
か
り
の
慈
照
院
や
藤
原

定
家
ゆ
か
り
の
各
塔
頭
に
残
る
公
家
文
化
と
の
か
か
わ
り
を
示
す
什
物
を
公
開
い
た
し
ま
す
︒

Ⅱ Ⅰ

源氏物語図屏風　狩野常信筆　相国寺蔵

八
条
宮
家
初
代
智
仁
親
王
画
像　
慈
照
院
蔵



相国寺承天閣美術館

〒602-0898 京都市上京区今出川通烏丸東入ル
TEL : 075-241-0423　WEB：http://www.shokoku-ji.jp/

SHOKOKUJ I  JOTENKAKU MUSEUM 〔報道関係者様お問い合わせ先〕
「王朝文化への憧れ」 広報事務局（TMオフィス内）
担当 ： 馬場、清水、西坂　TEL ： 06-6231-4426　FAX ： 06-6231-4440　Email ： shokokuji@tm-office.co.jp

開催情報

Ⅰ期　 2022年3月20日（日）～5月15日（日）
Ⅱ期　2022年5月22日（日）～7月18日（月・祝）
10:00～17:00（入館は16:30まで）
一般800円
65歳以上・大学生600円  中高生300円  小学生200円
 ※一般の方に限り、20名様以上は団体割引で各700円 
相国寺承天閣美術館　京都新聞
一般財団法人 萬年会　鹿苑寺　慈照寺

会期

開催時間
拝観料

主催
協賛

アクセス

ＪＲ京都駅より

イベント

I 期

次回展

「武家政権の軌跡」

京都市営地下鉄 今出川駅下車　３番出口から徒歩８分

阪急電車烏丸駅より
京都市営地下鉄 今出川駅下車　３番出口から徒歩８分

京阪電車 出町柳駅 ３番出口より徒歩20分、または市バス
市バス 59・201・203 号系統 同志社前下車 徒歩６分
市バス 102 号系統（洛バス）  烏丸今出川下車 徒歩８分

スライドトーク 4月2日（土）、 5月7日（土） 14：00～14：30

講座 5月3日（火・祝） 14：00～15：30 I 期 2022年8月8日（月）～10月6日（木）

Ⅱ期 2022年10月16日（日）～12月11日（日）Ⅱ 期 スライドトーク 6月4日（土）、 7月2日（土） 14：00～14：30

講座 6月11日（土） 14：00～15：30

（コロナウイルス流行等の状況により中止となる場合があります。
  最新の情報は当ホームページにてご確認下さい。）




